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新型コロナ禍で 2年続きの活動自粛
これからの時代 地域活動の在り方が課題

従来の形から新しい発想で
区民のコミユニケ■シヨンづくりをみんなで考えよう/

｀
ヽ_

昨
年
同
様
に

子
供
花
火
配
布

本
年
度
も
七
月
末
予
定

の

「
萩

の
郷
夏
祭
り
」

が
、

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
、
保

育
園
児

・
小
学
生
を
対
象
に
、
区
か
ら
自
治
会
を

通
し
て
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

分
館
長

・
主
事

・
支
館
部
員
の
皆
さ
ん
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

―

い

喜
寿
・米
寿
・卒
寿

記
念
品
贈
呈

当
初
十
月
予
定
の

「
萩
の
郷
ふ
る
さ
と
祭
り
」

も
七
月
か
ら
計
画
段
階

（
コ
ロ
ナ
感
染
五
波
）
で

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
該
当
者

へ
の
記
念
品
を
、

区
か
ら
自
治
会
を
通
し
贈
呈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
末
長
く
お
元
気
で
。

分
館
長
・
主
事
の
皆
さ
ん
御
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令和 3年 12月 15日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 110号 (2)

一
区
の
情
勢
に
つ
い
て
　
　
一口今雅卸虹輔御牌

一　

　

　

区

長

久

保

田

正

博

一
肝
次．
家
でて
す′
「
ゑ
）

四
月
か
ら
新
し
い
委
員
に
　
そ
の
他
多
く
の
区
民
が
集
う

バ
ト
ン
タ

ッ
チ
さ
れ
、
半
年

行
事
は
各
委
員
会
で
よ
く
話

余
が
過
ぎ
ま
し
た
。
昨
年
春

し
合
い
な
が
ら
、
今
で
き
る

よ
り
続
く
コ
ロ
ナ
禍
、
山
作

事
を
進
め
ま
す
。

業
始
め
多
く
の
作
業
は
皆
様

　

区
の
地
区
計
画
で
は
カ
ー

に
大
変
お
世
話
に
な
り
例
年

ブ
ミ
ラ
ー
設
置
・消
火
栓
ホ
ー

通
り
実
施
で
き
て
い
ま
す
が
、　
ス
更
新
等

・
区
民
会
館

エ
ア

春
の
合
同
委
員
会
・夏
祭
り
・　
コ
ン
エ
事
が
完
了
し
防
犯
灯

文
化
祭
り
等
は
今
年
も
や
む

工
事
も
進
行
中
で
す
。

な
く
中
止
致
し
ま
し
た
。
夏

　

町
関
係
で
は
下
市
田
工
業

祭
り
の
代
り
に
子
供
達

へ
の
　
団
地
に
三
社
が
新
社
屋
で
操

花
火
配
布
と
、
喜
寿
・米
寿
・
業
開
始
、
現
在
リ
ニ
ア
関
係

九
十
歳
以
上

の
皆
様

へ
の

工
場
の
敷
地
造
成
中
で
、
又

心
ば
か
り
の
記
念
品
配
布
を

四
区
上
段
の
松
岡
城
址
公
園

致
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
入
口
で
は

一
社
が
支
店
の
移

さ
て
来
春
早
々
の
御
柱
祭

転
新
築
中
、
県
道
歩
道
設
置

で
す
が
、
実
行
委
員
会
に
よ

工
事
は
農
協
か
ら
上
市
田
ま

る
柱
用
材
の
仮
見
立
て
は
で
　
で
が
進
行
中
で
す
。

き
て
お
り
、
木
遣

ｏ
嘲
吠
の
　
　
本
年
度
五
月
か
ら
中
学
生

練
習
も
再
開
し
ま
し
た
が
、

に
よ
る
地
域
応
援
隊
活
動
を

受
け
入
れ
し
ま
し
た
。
毎
月

一
回
区
民
会
館
や
神
社
の
清

掃
を
通
じ
て
会
話
し
地
域
で

子
供
を
育
て
、
子
供
が
地
域

に
愛
着
を
も
て
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

お
盆
の
大
雨
で
小
規
模
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
が
幸
い

人
身
事
故
に
は
至
ら
ず
、
今

後
も
区
民
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

中学生地域応援隊活動

令
和
三
年
度
前
期
決
算

監
査
委
員
所
見

監
査
委
員
長

松

田

忠

弘

十
月
二
十
二
日
、
下
市
田

一

区

・
下
市
田
支
館

・
萩
山
神

一

社
の
令
和
三
年
度
中
間
決
算

一

監
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
細

一

部
は
担
当
委
員
が
聴
取
意
見

一

を
述
べ
ま
し
た
が
、
其
々
に
一

証
憑
書
類

・
預
金
通
帳

・
金

一

銭
出
納
帳

・
領
収
書
等
精
査

一

し
た
結
果
、
適
切
且
つ
正
確

一

に
処
理
管
理
保
管
さ
れ
て
い
一

る
事
を
確
認
す
る
と
共
に
、

会
計
担
当
者
の
努
力
に
敬
意

を
表
し
、
今
後
更
な
る
研
鑽

を
望
み
ま
す
。

区
の
懸
案
事
項
と
し
て
、

消
防
団
員
の
不
足
、
転
入
者

も
含
め
た
独
立
世
帯
の
増
加

一

長
期
展
望
も
踏
ま
え
て
区
役

一

員

・
自
治
会
役
員

・
区
民
全

一

員
で
考
え
る
時
と
思
い
ま
す
。
一

△印 :減 (単位 円)

令和3年度下市田区一般会計 中間決算報告書
(自 令和3年 4月 1日 ～至令和3年 9月 30日 )

決算収入額 14,899,810円 決算支出額 7,270,660円 差引残高 7,629,150円
【支出の部】

令和3年度 公民館下市田支館 中間決算報告書
(自 令和3年 4月 1日 ～至 令和3年 9月 30日 )

決算収入額 2,974,610円 決算支出額 753,594円  差引残高 2,221,016円

【支出の部】

【収入の部】

【収入の部】

予 算 額 決 算 額科   目 増  減

消 防義務 金

諸 収 入 金

前 期 繰 越 金

元 負担 金

入

3,505,8871△ 5,367,113

85,6651 △  1,026,335

11,015  △   701,585

000

600

0

△  7,940,620

2,470

1,370,000

△   208,530

△    30,000

1,112,000

211,000

1,400,|

712,|

3,165,393

6,759,380

30,173,993 14,899,810 △ 15,274,183収 入 合計

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

境 衛生 費

務

木

14,570,000

990,000

760,000

1,200,000

7,565,000

3,518,000

1,000,000

570,993

0

△ 10,868,008

△   990,000

△ 589,034

211,850

△  6,405,718

△  2,691,430

△  1,000,000

△    570,993

0

0

0

0

支 出合計 30,173,993 7,270,660 △ 22,903,333

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
繰

繰

補

雑

越

入

助

収 入 1,000

2,576,199

398,400

11

0

△

収 入 合 計 3,977,199 2,974,610 ∠:ヽ  1,002,589

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
1,970,000

1,880,000

11,000

116,199

446,242

307,352

0

∠:ヽ  1,523,758

△  1,572,648

△    11,000

△   116,199

支 出合計 3,977,199 753,594 △ 3,223,605

△印 :減 (単位 円)
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ア 狂

禍度
に下
ぉ市

い嵐
t´:閉
lヽf様

縮詢
小練
実
施

防
災
訓
練
様
子
と
反
省
　
　
軋
政
］
惨
珈
晴
釧
枢

副
区
長
　
北

沢

工又

治

羅
姉
“
´噺
が
「
六
十

高
森
町
総
合
防
災
訓
練
が

　

当
日
、
下
市
田
区
で
は
久

九
月
五
日
朝
六
時
か
ら

「
大

保
田
区
長
を
本
部
長
と
す
る

方
法
、
防
災
用
品
の
収
納
場

所
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

地
震
だ
け
で
な
く
下
市
田

区
は
洪
水

・
土
石
流

・
崖
崩

れ
等
の
災
害
が
心
配
さ
れ
ま

規
模
地
震
発
生

一
の
想
定
で

本
部
員
六
名
が
集
ま
り
災
害

す
。
九
月
五
日
の
茅
野
市
下

一

自
治
会
ご
と
に
行
わ
れ
ま
し

対
策
本
部
を
設
置
、
各
自
治

馬
沢
川
の
土
石
流
で
は
避
難

一

た
。

全
地
区
共
通

の
避
難

会
か
ら
の
安
否
確
認
の
報
告

指
示
が
で
る
前
か
ら
地
域
住

一　
今
年
防
災
委
員
長
を
務
め

家
族
的
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

（
安
否
確
認
）
伝
達
訓
練
と

を
受
け
町
本
部

へ
報
告
。
新

民
同
士
の
声
か
け
で
、
建
物

一さ
せ
て
い
た
だ
く
松
川
で
す
。

生
活
事
情
が
あ
り
ま
す
。
そ

地
区
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま

た
な
訓
練
と
し
て
避
難
所
の

全
壊
が
十
軒
あ
り
ま
し
た
が

一防
災
に
つ
い
て
特
に
学
ん
だ
　
の
中
で
で
き
る
こ
と
は
様
々

し
た
が
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
感

開
設

・
運
営
方
法

・
避
難
者

け
が
人
、
死
者
は
０
で
し
た
。
一
こ
と
の
無
い
そ
の
辺
の
お
じ
　
で
し
ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
と

染
症
対
策
の
た
め
、
規
模
を

受
付
名
簿
記
入
の
確
認
を
行

普
段
か
ら
住
民
同
士
の
繋
が

縮
小
し
自
治
会
ご
と
に
工
夫

い
、
併
せ
て
区
民
会
館
の
防

り
を
大
切
に
し
ま
し
よ
う
。

さ
ん

で
す
。

き
頼
れ
る
お
隣
さ
ん
。
子
育

を
凝
ら
し
た
訓
練
を
行
い
ま

災
設
備
の
使
用

XXXXXXXXXXXX
下市田区災害非常用品管理台帳

委
員
会
活
動
報
告

防
災
に
つ
い
て
学
び

そ
し
て
備
え
ま
し
ょ
う

防
災
委
員
長
　
い
性

川̈

　

　

嗜巴
円

自
身
は
三
度

水
害
に
あ

っ
て

い
ま
す
。
被
災

地
に
も
何
度
か

行
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
感
じ
た
こ
と
は
、

今
で
き
る
こ
と
を
す
ぐ
や
る

こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
予
想

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
・
大
雨
・

大
火
な
ど
か
ら
守
り
た

い

人
的
な
財
産
・物
的
な
財
産
。

各
家
庭
に
は
経
済
的
に
も

て
や
看
護
の
た
め
に
地
域
の

活
動
に
戸
惑
う
人
が
い
れ
ば

負
担
の
少
な
い
参
加
の
方
法

を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
止
ま

っ
た
時
に
役
立

つ

防
災
備
品
を
平
常
時
に
備
え

て
お
け
ば
、
準
備
で
き
て
な

い
方
々
が
非
常
時
に
手
に
入

れ
や
す
く
な
る
で
し
よ
う
。

各
家
庭
が
蜜
ツ
ボ
ア
リ
の
よ

う
に
何
ら
か
の
備
え
を
す
る

こ
と
で
地
域
全
体
の
体
力
が

高
ま
る
と
考
え
ま
す
。
大
き

な
物
で
な
く
小
さ
な
物
の
充

実
を
。
今
夜

の
安
全
の
た
め
に
〃

No 項  目

災害
非常用毛布

備 考様 1数 量

5組入り
× 3箱

40枚

15組

エマ トイレ 1  1個

収納場所

図 書 室

|

1図 書 室

図 書 室 480本

非常用
トイレ

(550ml)
24本人り
×20箱

災害用備蓄
飲料水

ダイドー

より
提供品

1本
|

会議室 1 1

(計 8本 )

北側
プレハブ倉庫

1.2kw

400w

1組

2本

大ホール 1本

2階
2本

|

避難用

頂|: 下

1本

1本

1鋼 製

廊  下

発 電 機

12 階会議室
押入

ABC 10型 .

―――

「

―――
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令和3年 12月 15日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 110号 (4)

令
和
三
年

新
町
議
会
議
員
に
聴
く

な

…り
た
い

あ
な
た
に

会
え
る
ま
ち

日
本

一
の
し
あ
わ
せ
タ
ウ
ン
高
森
町

議
員
さ
ん

教
え
て
こ
れ
か
ら
の
一…

員

や
議
会
を
動
か
す
町

（開
か

議

れ
た
行
政
・開
か
れ
た
議
会
）

保

②
平
和
や
社
会
保
障
を
積
極

幸

的

に
推
進
す
る
町

（平
和
の

嵌

町
・
社
会
保
障
の
町
と
言
わ
れ

る
町
）

魅
力
・誇
り
・希
望
の

も
て
る
町
を
目
指
し
ま
す

七
月
の
町
議
会
議
員
選
挙

で
は
、
下
市
田
区
か
ら
推
薦

状
を
い
た
だ
き
当
選
で
き
ま

し
た
こ
と
に
、
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
七
次
ま
ち
づ
く
リ
プ
ラ

ン
で
は
、
令
和
十

一
年
の
高

森
町
の
将
来
像
と
し
て

「
な

り
た
い
あ
な
た
に
会
え
る
ま

ち
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
言

い
換
え
れ
ば

「
住
ん
で
い
て

良
か

っ
た
と
思
え
る
町
」
「多

く
の
町
民
が
魅
力

・
誇
り

・

希
望
の
も
て
る
町
」
に
す
る

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
に
以
下
の
目
標

に
向
か

っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
町
民
が
主
人
公
で
、
行
政

③
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
町

（子
育
て
ｏ教

育
に
熱
心
な
町
）

④
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業

・

中
小
企
業
を
元
気
に
す
る
町

（後
継
者
・新
規
者

へ
の
支
援
）

⑤
環
境
政
策

（脱
炭
素
・
廃
プ

ラ
・
ゴ
ミ
の
減
量
・
電
磁
波
対
策

な
ど
）
を
積
極
的

に
推
進
す

る
町
。

⑥
防
災
減
災
対
策
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す

る
町

（安
全
安
心
な
町
）

⑦
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推
進

し
、
女
性
が
活
躍
す
る
町
。

③
社
会
教
育
活
動
や
地
域

コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
活
発
な
町
。

⑨

ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
増
進
に

力
を
入
れ
る
町

（健
康
寿
命

が
長
く
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
の

町
）

⑩
歴
史
・
文
化
・
伝
統
・
祭
り

を
次
世
代
に
継
承
す
る
町
。

こ
れ
ら
の
目
標
を
前
進
さ

せ
る
た
め
に
、
町
民
と
の
対

話
を
積
極
的
に
行
い
、
寄
せ

ら
れ
た
声
や
要
望
を
議
会
や

行
政
に
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、　
一
般
質
問
・
委
員
会

活
動

・
予
算
決
算
審
査
な
ど

に
お
い
て
精

一
杯
頑
張
る
所

存
で
す
。

尚

一
層
の
叱
咤
激
励
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
り
た
い

「
あ
な
た
に
」

会
え
る
ま
ち
…

「
あ
な
た
」

を
三
つ
の
場
面
に
置
き
換
え

て
所
信
と
方
針
を
描
き
ま
す
。

十
年
後
の
町
が
目
指
す
姿

（
将
来
像
）
に
ど
れ
く
ら
い

近
寄
れ
る
か
、
議
員

二
期

目
の
抱
負
で
す
。

‐」
　

今
、
私
た
ち
が
こ
の
課
題

〓
員議

を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
で

扶

き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
必

夢

要
が
あ
り
ま
す
。

輔

▼
な
り
た
い
「下
市
田
区
」

三

に
会
え
る
ま
ち
…
。

▼
な
り
た
い

「高
森
町
」
に

会
え
る
ま
ち
…
。

一
人
ひ
と
り
が
環
境
を
意

識
し
、
無
理
せ
ず
普
通
に
生

活
し
て
い
て
も
、
脱
炭
素
社

会

に
結
び

つ
く
。
「
一
人

一

日

一
減
」
の
町
を
目
指
し
た

二
月
、
町
と
議
会
で

「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
表
明
し
ま
し
た
。
Ｃ
０
２

排
出
実
質
ゼ
ロ
を
二
〇
五
〇

年
に
達
成
さ
せ
る
も
の
で
す
。

気
候
変
動
や
地
球
温
暖
化

は
、
世
界
規
模
で
大
き
な
課

題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
を
意

識
し
て
生
活
し
て
い
か
な
け

れ
ば
、
次
世
代
に
禍
根
を
残

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
今
ま
で
培
わ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
薄
れ

て
き
た
感
じ
が
し
ま
す
。

住
ん
で
い
て
安
心
と
思
え

る
に
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ

ン
が
必
要

で
す
。
「
声
を
か

け
る
」
こ
れ
だ
け
で
人
と
人

が

つ
な
が
り
、
安
心
し
て
住

め
る
地
域
が
で
き
る
は
ず
で

す
。ま
ず
は
公
民
館
活
動
を
ど

う
再
生
し
て
い
く
か
皆
さ
ん

と
共
に
考
え
ま
す
。

▼
な
り
た
い

「
議
員

（自
分
事

で
す
が
）」
に
会
え
る
ま
ち
…
。

地
域
の
こ
と
は
何
で
も
や

る
議
員
に
な
る
。
ど
ん
な
こ

と
も
、
楽
し
ん
で
や
る
こ
と

が
私
の
信
条
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に

汗
を
流
し
て
、

町

・
区

・
地

域
の
た
め
に
動
け
る
、
そ
ん

な
議
員
を
目
指
し
ま
す
。

「
好
き
で
す
／

あ

っ
た
か

も
り
」
ず

っ
と
住
み
続
け
ら

れ
る
居
心
地
の
よ
い
町
に
…
。

そ
ん
な
町
に
出
会
え
た
ら

〃
い
い
で
す
ね
／
〃

小川  修議員

地
域
の
声
を
町
ヘ

町
議
選
の
御
礼
を
申
し
上

げ
る
機
会
が
な
く
、
残
念
と

思

っ
て
い
る
処
こ
の
度
の
依

頼
、
無
投
票
で
は
あ
り
ま
し

た
が
紙
面
を
お
借
り
し
、
支

え
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
の
七
月
、
三
期

九
年
間
の
農
業
委
員
を
終
え

て
間
も
な
く
、
来
年
の
町
議

選
に
出
て
は
と
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た
い

事
で
す
が
、
年
齢
も
考
え
返

事
は
保
留
し
て
居
り
ま
し
た
。

今
年
に
入
り
体
調
を
少
し
く

ず
し
入
院
等
も
あ
り
ま
し
た

が
、
地
域
の
声
を
町

へ
と
の

再
度
の
お
話
に
意
を
固
め
、

出
る
事
に
し
ま
し
た
。

周
囲
を
見
れ
ば
、
田
園
地

帯
で
あ

っ
た
下
市
田
は
リ
ニ

ア
新
幹
線
の
使
用
地
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
東
海
関
連
の
工
業
団
地

化

へ
と
ピ

ッ
チ
を
上
げ
て
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
中
で
も

つ
い
先
日
、
下
市
田
産
業
用

地
整
備
に
係
る
工
事
説
明
会

へ
の
対
応
等
、
休
ん
で
い
る

間
も
無
く
毎
日
が
進
ん
で
い

る
状
況
で
す
。

さ
て
今
衆
議
院
選
の
中
、

こ
の
工
業
団
地
整
備
を
す
る

に
つ
い
て
も
真
に
大
切
な
時
、

微
力
な
が
ら
応
援
を
し
つ
つ
、

今
迄
通
リ
ス
ム
ー
ズ
に
事
が

運
ん
で
行
く
事
を
願
い
つ
つ
、

一
日
も
早
く
議
員
生
活
に
慣

れ

「
地
域
の
声
を
町

へ
」
を

常
に
忘
れ
ず
に
四
年
間
を
全

う
し
て
行
く

つ
も
り
で
す
。

何
卒
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ヒ ー

…

騰

卜、
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舞
」
の
舞
姫
の
皆
さ
ん
に

は
、
二
年
に
亘
り
晴
れ
の

舞
台
で
の
舞
を
さ
せ
て
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大

変
申
し
訳
な
く
思

っ
て
お

り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
は
ま

萩
山
神
社
で
は
令
和
三
年

だ
収
束
し
た
と
は
言
え
な

四
月
に
、　
一
区

・
三
区

上
ハ
　
い
状
況
で
あ
り
、
萩
の
里

区
の
総
代
が
交
代
し
、
六
名

の
氏
子
の
皆
さ
ん
の
安
寧

の
新
総
代
体
制
で
神
社
の
運

を
祈
る
た
め
の
神
事
は
、

営
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
当
分
の
間
限
ら
れ
た
関
係
者

総

代

長
　
　
　
　
　
　
　
の
出
席
に
よ
り
行

っ
て
い
く

二

区
　
松

村

修

平
　
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

副
総
代
長
　
　
　
　
　
　
　
萩
山
神
社
の
祭
事
に
つ
い
て

五

区
　
下

井

昭

廣

　

萩
山
神
社
で
は
、　
一
月
に

会
計
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
の
安
寧
を
祈
る

「
元
旦

四

区
　
加

藤

茂

美

祭
」
、
二
月
に
は
豊
年
を
祈

総
　
務
一
区

唐

沢

恒

人

総
　
務
三

区

杉

田

洋

一

総

務
六

区

久
保
田

裕

人

さ
て
、
令
和
二
年

一
月
頃

か
ら
世
界
中
に
蔓
延
し
た
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
私
た
ち

の
生
活
を

一
変
さ
せ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

萩
山
神
社
に
お
い
て
も
、

全
て
の
祭
事
で
氏
子
の
皆
さ

ん
が
密
集
し
な
い
よ
う
縮
小

萩
山
神
社
か
ら

氏
子
総
代
長

杯
い
ユ側

修
崚
市十

し

て
行

っ
て
参

り

ま
し
た
。

特
に

「
浦
安
の

↑●+● ++++

願
す
る

「
春
季
例
祭
」
、
八

月
に
は
虫
送
り
や
台
風
除
け

を
祈
願
す
る

「
風
祭
」
、
九

月
は
収
穫
を
祈
願
す
る

「
秋

季
例
祭
」
、
十

一
月
に
は
豊

作
に
感
謝
す
る

「
新
穀
感
謝

祭
」
、
そ
し
て
十
二
月
に
は

一
年
間
の
厄
・
災
い
を
払

う

「
大
祓
祭
」
を
行

っ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
お
子
様
の
お
祝

い
と
健
や
か
な
成
長
を
祷

剰

る

「
七
五
三
祭
」
と

「
入

例

学
祈
願
祭
」
、
ま
た
ご
家

季

庭
で
愛
し
ま
れ
た
多
く
の

鰍

人
形
を
祈
祷
の
う
え
奉
焼

す
る

「
奉
焼
祭
」
を
行

っ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
氏

子
の
皆
様
の
身
近
な
神
社

と
し
て
在
り
続
け
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
七
月
末
予
定
の

「
萩

の
郷
夏
祭
り
」
が

コ
ロ

ナ
感
染
防
止
の
た
め
中
止
と

な
り
、
分
館
長

・
主
事
の
皆

さ
ん
で
区
民
会
館
周
辺
の
草

刈
り
を
七
月
十
八
日
、
猛
暑

の
中
実
施
し
ま
し
た
。

大
変
御
苦
労
様
で
し
た
。

・ヽ
ヽ

】

式
年
御
柱
祭
に
つ
い
て

七
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
式

年
御
柱
祭
は
、
令
和
四
年
二

月
の
春
季
例
祭
に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
御
柱
祭

制
は
、
寅
年
の
氏
子
の
皆
‐さん

鵬
はほ％牲飾晦はい岬い」

の
儀
に
始
ま
り
建
御
柱
ま
で

務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

コ

ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
予
定
通

り
斎
行
で
き
ま
す
よ
う
祈
る

ば
か
り
で
す
。

■r■●:,■

:響
■00 '
｀
口|

■■
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ヽ
　

　

浄

、、
「
　
・
卜
も
　
１
．
．

小沢恵子議員

生
き
る
と
は

住
む
と
は

高
森
町
で
は
令
和
二
年
度

か
ら

「
第
七
次
振
興
総
合
計

画
・
な
り
た
い
あ
な
た
に
会
え

る
ま
ち

ｏ
日
本

一
の
し
あ
わ

せ
タ
ウ
ン
高
森
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
そ
の
目
標
値
を
達

成
す
る
為
に
、
年
に

一
度
評

価
会
議
を
行

っ
て
い
ま
す
。

八
月
に
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

「
公
開
評
価
」
や
「
ま
ち
づ
く

り
座
談
会
」
を
。
高
森
中
二

年
生
と

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
述
の
座
談
会
で
は
、
会
場

に
集
ま

っ
た
方
々
か
ら

「
大

学
が
欲
し
い
」
「
Ｉ
Ｔ
関
係
の

職
場
が
欲
し
い
」
「
総
合
病
院

が
欲
し
い
」
「
介
護
施
設
が
欲

し
い
」
「
ア
リ
ー
ナ
が
欲
し
い
」

等
々
、
様
々
な

「
住
み
た
い

町
」
の
姿
が
挙
げ
ら
れ
、
そ

の

一
つ
一
つ
に
町
長
が
答
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

私
が
初
め
て
「ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
」
を
知

っ
た
の
は
新
人

議
員
の
勉
強
会
で
し
た
。
子

供
が
学
校
で
体
験
し
た

「
お

豆
腐
づ
く
り
」
も

「
地
域
応

援
隊
」
の
活
動
も
、
こ
の
「
ま

ち
づ
く
リ
プ
ラ
ン
」
と
関
係

し
て
い
た
事
と
知
り
、
大
変

驚
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の

「
ま
ち
づ
く

リ
プ
ラ
ン
」
は
高
森
町
に
住

む

一
人

一
人
が
主
役

で
す
。

「
自
分

に
と

っ
て
将
来

の
高

森
町
が
こ
う
だ

っ
た
ら
い
い

な
」
「
自
分
が
住
ん
で
幸
せ
を

感
じ
る
町
と
は

（今
幸
せ
か
）
」

な
ど
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、

例
え
ば

「
自
己
実
現
で
き
る

ま
ち
」
を
考
え
ま
す
。

さ
て
十
八
あ
る

「
ま
ち
づ

く
リ
プ
ラ
ン
」
の
施
策
の
中
で
、

私
が
着
目
し
て
い
る
の
は

【
子

ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
】
【
多

様
性
の
あ
る
ま
ち
】
で
す
。
　
一

人

一
人
様
々
な
個
性
や
特
性

を
持

っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

時
代
と
共
に
、
そ
う
言

っ
た

特
性
に
合
わ
せ
た
環
境

の
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今

コ
ロ
ナ
禍
と
言
う
こ
と
も
あ

り
、
情
報
収
集
に
動
き
た
く

て
も
、
先
方
も
対
応
に
追
わ

れ
て
お
り
、
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
動
け
ず
、
足
踏
み
を
し
て

い
る
状
況
で
す
が
、
少
し
ず

つ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｒ
　
　
　
　
・

Ｆ
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片風で名″虚杉た，サ
ロン」　
」呻一端．鉤勅姓〔鵡刑馘

一
区
自
治
会
長

光

沢

金

良

と‥
■

‐
ケ
よ
つ
ど
興
味

広
い

一
区
に
は
、

コ
ロ
ナ

を
持

っ
て
ち
ょ
っ
と
緊
張
し

に
も
負
け
ず
お
元
気
で
多
彩

て
参
加
し

て
、
「
や

っ
ぱ
り

な
サ

ロ
ン
活
動
を
し
て
い
る

よ
か

っ
た
、
こ
ん
な
こ
と
も

方
々
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

あ
る
の
知
ら
な
ん
だ
」
「
あ
ん

下
段
中
心
の

「
い
か
ま
い

な
人
に
知
り
合
え
て
よ
か

っ

会
」
と
上
段
中
心
の

「
な
で

た
」
と
い
う
サ

ロ
ン
で
す
。

「灯
籠
流
し
」
を
終
え
て
　
　
＝
３・・ｃ】
‐
瑯
嵐
抑コ「

仕

と

も

り

〓

し

た

六
区
自
治
会
長

榊

原

正

倫

　

当
地
区
も
少
子
高

晩
夏
を
飾
る
市
田
灯
籠
流

齢
化
や
独
立
世
帯
の
増
加
で

し
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
為
昨
年

人
手
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、

に
引
き
続
き
、
煙
火
大
会
を

伝
統
行
事
の
市
田
灯
籠
流
し

中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ら
も
、
続
け
て
い
け
た
ら

そ
の
昔
、
物
故
者
の
御
霊

な
と
、
個
人
的
に
は
思

っ
て

を
供
養
す
る
川
施
餓
鬼
か
ら

お
り
ま
す
。

始
ま
り
、
送
り
盆
と
し
て
の
　

・末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

灯
籠
流
し

へ
と
時
代
と
と
も

本
年
も
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

に
続
け
ら
れ
、
何
と
か
九
十

高
森
町
役
場

・
担
当
職
員

・

八
回
を
催
す
事
が
で
き
ま
し

下
市
田
区
・高
森
町
仏
教
会
・

た
事
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
　
高
森
町
商
工
会
員
・
同
青
年

ま
す
。
こ
れ
も
出
砂
原
地
区

部
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

の
住
民
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
　
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
こ
そ
と
思

っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
打
ち
上
げ

現
場
の
確
保
や
浄
財
の

お
願
い
等
、
大
き
な
課

題
が
残
さ
れ
た
年
で
も

あ
り
、
「
大
煙
火
大
会
」

を
い
か
に
し
て
復
活
、

継
続
し
て
行
く
の
か
、

今
後
煙
火
大
会
の
あ
り

方
を
考
え
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

こ
の
様
な
中
、
商
工

会
員

・
商
工
会
青
年
部

の
皆
様
が

「
コ
ロ
ナ
に

負
け
る
な
」
と
後
日
祈

念
花
火
を
打
ち
上
げ
て

し
こ
会
」
の
み
な

さ
ん
で
す
。
毎
月

一
回
開
か
れ
る
サ

ロ
ン
は
、
公
共
バ

ス
に
試
乗
体
験
し

た
り
、
地
域
の
歴

史
を
紐
解

い
て
み

た
り
、
社
協
や
公

民
館
の
話
を
聞
い

て
み
た
り
、
ゲ
ー

ム
や
脳
ト
レ

一

に
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
歌
…
。

会
員
制

で

「
今
度
は
○

○
や
る
で
来

て
…
」
で

な
く
て
、
都
合
の
つ
い

た
と
き
気
の
向
い
た
と

き
に
、
気
楽
に

「
お
い

し
い
カ
レ
ー
を
食

べ
に

行
く
か
」
と
い
う
雰
囲

気
。
参
加
は
主
に
女
性

が
多
い
で
す
が
、
子
供

た
ち
や
男
性
も
増
え
て

い
ま
す
ｃ

素
晴
ら
し

い
の
は
、

こ
れ
ら
の
企
画
も
多
彩

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
子
供

も
大
人
も
楽
し
め
る
読
み
聞

か
せ
な
ど
の
「
か
り
ん
の
会
」

や
、
年
二
回
大
勢
が
楽
し
み

の

「
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
」
も

あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
巣
ご
も
り
が

ち
な

一
歩
を

「
サ

ロ
ン
」
に

向
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

加
え
、
伐
採
し
た
竹
の

有
効
活
用
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
の

連
携
が
五
年
目
を
迎
え
、

私
の
趣
味
　
　
勧燿
疇協
″゙』

三
区
分
館
長

和

田

英

幸
．
た
メ
ン
マ
づ
く
り
と
販

仕
事
中
心
の
生
活
で
、
趣

売
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活

味
と
言
え
る
程
の
物
は
あ
り

動
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
な

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
長
年
小

り
、
六
学
年
総
合
的
な
学
習

学
校
教
諭
を
や

っ
て
き
て
、
　

の
柱
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
素
材
を
求
め
る
中
で
見

　

今
現
在
は
、
切

っ
た
竹
、

つ
け
た

「
竹
」
に
関
わ
る
活

使

っ
た
竹
を
有
効
に
活
用
す

動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
　
る
た
め
、
地
域
に
あ
る
炭
窯

竹
と
の
出
合
い
は
二
十
年

で
、
炭
焼
き
を
行

っ
て
い
ま

以
上
前
。
泰
阜
南
小
学
校
に

す
。
こ
れ
が
定
着
す
れ
ば
、

勤
務
し
て
い
た
時
で
す
。
学

竹
の
循
環
サ
イ
ク
ル
が
完
成

区
内
に
た
く
さ
ん
あ
る
竹
に

し
、
地
域
貢
献
に
つ
な
が
る

着
目
し
、
竹
馬
や
竹
筏

・
秘

と
考
え
て
い
ま
す
。

密
基
地
づ
く
り
な
ど

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

使

っ
た
竹

の
有
効
活

用
と
し

て
竹
炭
づ
く

り

に
も
挑
戦
し
ま
し

た
。現
在
勤
務
し
て
い

る
竜
丘
小
学
校
で
は
、

竜
丘
公
民
館
に
仲
介

を
お
願
い
し
、
鵞
流

峡
復
活
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

ヘ
の
協
力
活
動
を

始
め
、
景
観
保
持
の

た
め
の
伐
採
活
動
に

f
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日敵
老
祭
に
思
一ｐ
日
出

１
１
喜
寿
を
迎
え
ｘ

一
区

多

田
井
満

里
子

三
十
代
半
ば
に
下
市
田
区

に
転
入
し
、
子
育
て
や
会
社

勤
め
に
奔
走
し
な
が
ら
、

マ

マ
さ
ん
バ
レ
ー
や
各
種
公
民

館
活
動
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
六
十
代
か
ら
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
奉
仕
活
動
に
携
わ

っ

て
い
ま
す
。

喜
寿
を
迎
え
、
体
の
不
具

合
の
箇
所
も
増
え
て
き
ま
し

た
が
、
仲
間
の
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
、
お
世
話
に
な
っ

た
地
域
の
た
め
に
、
少
し
で

も
貢
献
で
き
た
ら
と
思

っ
て

い
ま
す
。
微
力
な
私
で
す
が
、

今
後
も
地
域
の

一
員
と
し
て

頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

四
区

竹

村

征

夫

九
月
二
十
二
日
に
西
駒
に

登
り
、
更
に
馬
の
背

・
濃
ケ

池

・
駒
飼
ノ
池
を
廻

っ
て
来

た
、
計
約
八
時
間
の
行
程
。

秋
の
紅
葉
が
素
晴
ら
し
く

一

日
中
快
晴
で
、
帰
路
に
着
く

ま
で
富
士
山
が
南
ア
ル
プ
ス

の
後
方
に
見
え
て
い
た
。
濃

ケ
池
の
周
囲
は
高
山
植
物
が

多
く
、
夏
に
来
た
ら
花
が
見

ら
れ
る
と
思
う
と
夏
の
計
画

を
立
て
た
い
と
思

っ
た
。

九
月
十
五
日
が
誕
生
日
だ
。

以
前
勤
め
て
い
た
職
場
の
女

の
子
か
ら

「
す
ご
い
ね
西
駒

登

っ
た
ん
で
す
か
」
と
ラ
イ

ン
で
の
誕
生
日
の
お
祝
い
が

あ

っ
た
。
「
高
齢
だ
か
ら
」
「年

だ
か
ら
」
と
言
わ
れ
る
が
、

ま
だ
家
の
中
に
引

っ
込
む
つ

も
り
は
な
い
、
山
・
花
・犬
を

愛
し
続
け
ま
す
。

ヽ

記念品贈呈準備の様子

地域のクラブ・サークル紹介
「
ハ
ワ
イ

ア

ン
カ

ル

チ

ャ
ー

　

　

　

‥
ヽ
ｉ

ｏ

ナ
ー

・
プ

ア

・
ア
オ

・
ハ
ヮ
ィ
」
　

子
ど
も
ク
ラ

代
表

高

橋

直

美

　
ス
は
高
学
年

私
た
ち
は
十
二
年
前
に
フ
　
と
低
学
年
に
分
か
れ
て
い
て
、

ラ
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
と
し

学
校
帰
り
に
直
接
集
ま
り
宿

て

「
ル
ア
ナ
フ
ラ
」
を
作
り

題
を
し
た
後
に
レ
ッ
ス
ン
を

ま
し
た
。
そ
し
て
十
年
を
境

し
て
い
ま
す
。
大
人
ク
ラ
ス

に
改
名
し
、
フ
ラ
以
外
の
ウ

は
高
森
に
二
つ
、
豊
丘
に

一

ク
レ
レ
や
ク
ラ
フ
ト
も
楽
し
　
つ
あ
り
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
少

め
る
グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し

人
数
で
す
が
基
本
を
重
視
し

た
。
現
在
、
子
ど
も
フ
ラ
ニ
　
て
細
や
か
な
指
導
を
し
て
い

ク
ラ
ス
、
大
人
フ
ラ
四
ク
ラ

ま
す
。

ス
、
ウ
ク
レ
レ

一
ク
ラ
ス
で
、　
　
フ
ラ
は
日
本
で
は
派
手
な

ク
ラ
フ
ト
は
不
定
期
に
行

っ
　
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
い
ま

「下
市
田
会

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」

会
長

田

中

利

夫

れ
て
い
ま
す
ｃ
過

去
に
は
百
三
十
名

ほ
ど
加
入
さ
れ
て

い
た
時
も
あ
り
ま

「
下
市

田
会
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
」
の

紹
介
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

当
ク
ラ
ブ
は
昭

和
五
十
五
年
こ
ろ
、

下
市
田
の
ゴ
ル
フ

愛
好
家
ら
数
名
に

よ

っ
て
立
ち
上
げ

ら
れ
、
四
十
年
余

り
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
現
在
の

会
員
数
は
、
男
女

合
わ
せ
て
九
十
五

名
の
方
が
加
入
さ

し
た
。
年
齢
は
十
代
か
ら
八

十
代
と
、
幅
広
い
層
の
方
が

入
会
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
下
市
田
会
」
の
主
な
活

動
は
、
年
二
回
の
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
と
、
春
に
総
会
を
行

っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
昨
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
中
止
と
な

っ
て
、
四
十

年
余
り
途
切
れ
る
事
な
く
開

催
さ
れ
て
い
た
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
、
残
念
な
が
ら
途
切
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
も

心
配
し
た
が
警
戒
レ
ベ
ル
が

下
が
り
、
第
七
十
五
回
の
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
で
き
て

安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
が
何
よ
り
楽
し
み

に
し
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
ゴ
ル
フ
後
の
表
彰
式

と
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。
酒
も
入

り
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
「
珍

プ

レ
ー
、
好
プ
レ
ー
」
の
話

に
盛
り
上
が
り
、
和
気
あ
い

あ
い
の
雰
囲
気
に
な
り
ま
す
。

こ
の
様
な

「
下
市
田
会
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
」
で
す
が
、
良

か

っ
た
ら
入
り
ま
せ
ん
か
、

歓
迎
し
ま
す
。

結
び
に
皆
様
の
御
健
勝
、

御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

す
が
、

ハ
ワ
イ
の
先
生
は
華

美
な
装
い
を
嫌
い
、
シ
ン
プ

ル
な
美
し
さ
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
詞
の
理
解
と
素
直

な
表
現
力
、
そ
し
て
自
然

ヘ

の
感
謝
と
感
動
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
そ
の
心
を
常
に
持

ち
な
が
ら
踊
り
物
語
を
伝
え

る
こ
と
を
日
々
練
習
し
て
い

ま
す
。
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
ス
は
、

初
心
者
で
も
わ
か
り
や
す
い

よ
う
に
楽
譜
を
作
り
、

ハ
ワ

イ
ア
ン
と
日
本
の
唱
歌
な
ど

を
練
習
し
て
い
ま
す
。

ハ
ヮ

イ
ア
ン
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
見
学
に
い
ら
し
て
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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好
き
な
ス
ポ
ー
ツ

（
四
区
）

一
年
生

か
ら
始
め

た
陸
上
、

始
め
た
時

は
、
勝

つ
事
の
う
れ
し

さ
と
負
け
る
事
の
悔
し

さ
を
ま
だ
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

三
年
生
か
ら
、
長
距

離
を
始
め
ま
し
た
。
ぼ

く
は
メ
ン
バ
ー
の
中
で
、

い
つ
も
最
下
位
で
し
た
。

く
り
返
し
ま

し
た
。
強
く

な
れ
た
と
思

い
ま
す
。

六
年
生
に

な
り
、
大
き

な
大
会
で
走

る
チ
ャ
ン
ス

が
来
ま
し
た
。

市
町
村
対
抗

小
学
生
駅
伝

大
会
と
県
小

八
月
二
十
七
日
、

区
民
会
館
に
お
い
て
、

下
市
田
区

・
支
館

・

神
社
の
備
品
台
帳
と

年

に

一
回
）
が
、
監

査
委
員
三
名
に
よ
り

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
部
使
用
不
能
な

品
物
や
破
損
物
件
が

あ
り
ま
し
た
が
、
除

却

・
修
繕

で
承
認
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

陸

上

長

距

離

小
六

鳥

海

倖

正

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

っ

た
時
の
ド
キ
ド
キ
し
た
緊
張

感
。
ピ
ス
ト
ル
が
鳴
り
、
ス

タ
ー
ト
。
思
い
っ
き
り
気
持

ち
良
く
走
る
…
。

ぼ
く
は
、
陸
上
が
と
て
も

好
き
で
す
。
長
距
離
を
走
る

事
が
好
き
で
す
。

わたしの作文

ぼくの作文
「
い
つ
か
速
い
子
た
ち
に
追

し
、
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し

学
生
陸
上
競
技
大
会
で
す
。

い
着
き
た
い
。
」
　
　
　
　
　
た
。
大
会
に
出
る
事
で
、
プ
　
こ
の
二
つ
の
大
会
で
、
入
賞

そ
う
思
い
な
が
ら
練
習
で
走

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
緊
張
が
強
く

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
最

陸
上
部
に
入
部
し
、
こ
れ
か

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
な
り
ま
し
た
。
地
道
な
努
力
、

高
に
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
　
ら
も
長
距
離
を
続
け
た
い
で

色
々
な
大
会
に
エ
ン
ト
リ
ー

泣
け
る
く
ら
い
の
悔
し
さ
を

　

四
月
か
ら
中
学
生
で
す
。
　
す
。
頑
張
り
た
い
で
す
。

六
年
間

の
サ

ッ
カ
ー

小
六

久
保
田
夢
徳

（五
区
）

ぼ
く
は
、　
一
年
生
の
こ
ろ

か
ら
サ

ッ
カ
ー
を
や

っ
て
い

ま
す
。
今
は
月

・
水

・
金
と

日
曜
日
に
サ

ッ
カ
ー
の
練
習

が
あ
り
ま
す
。
は
じ
め
た
こ

ろ
は
、
人
数
も
少
な
か

っ
た

け
ど
、
今
は
仲
間
が
ふ
え
て

楽
し
い
で
す
。
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
も
と
て
も
良
い
と
思
い
ま

す
。昨
年
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
、
練
習
が
休
み
に
な

っ

た
り
試
合
が
な
く
な

っ
た
り

十
日
に
全
国
少
年
サ

ッ
カ
ー

大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
ス

ク
を

つ
け
る
な
ど
の
感
染
対

策
を
し
な
が
ら
の
試
合
で
し

た
。
残
念
な
が
ら
Ｐ
Ｋ
で
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
は
ま
た
少
し
ず

つ
練
習

や
試
合
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
大

会
が
な
い
あ
い
だ
は
練
習
を

し
て
、
小
学
校
最
後
の
大
会

で
勝
て
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

0)((

し
て
と
て
も
悲

し
い
で
す
。

今
年
の
十
月

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
早
く

お
ち
つ
い
て
思
い
っ
き
リ
サ
ッ

カ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ

て
ほ
し
い
で
す
。

そ
し
て
中
学
校
に
な

っ
て

も
、
ず

っ
と
み
ん
な
と
好
き

な
サ

ッ
カ
ー
を

つ
づ
け
て
い

き
た
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

が
向
上
し
感
染
率
が
低
下
し
、

停
滞
し
た
日
常
が
少
し
ず
つ

回
復
の
兆
し
が
見
え
て
き
ま

し
た
が
、
ま
だ
感
染
防
止
は

必
要
と
感
じ
ま
す
。

二
年
続
け
て
の
萩
の
郷
夏

祭
り
・
ふ
れ
あ
い
広
場
が
中

止
と
な
り
、
開
催
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
区
民
の
皆
様
に

は
残
念
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
の
事
業
を
考
え
な
が
ら
活

気
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け

御
意
見
を
頂
戴
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

館
報
の
内
容
に
つ
い
て
も

人
と
人
の
繋
が
る
楽
し
い
紙

面
交
流
に
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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